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地域に自主防災組織をつくろう
市消防演習・消防操法競技会
岩手地区中学校総合体育大会などの結果

豊
作
祈
願
し
練
り
歩
く —

 

横
間
虫
追
い
祭
り

今
月
の
表
紙

「五穀豊穣、稲虫はらえ、豊作祭りやー」と力強く唱えながら、
旗を持った人、悪い虫を払う鬼を模した男人形・女人形の順に
行列を作り、かねや太鼓を鳴らしながら、集落を練り歩きます。
－市指定無形民俗文化財－



助け合いが

自分たちの地域を守る自分たちの地域を守る

を
つ
く
ろ
う

自
主
防
災
組
織

地
域
に

●地域の安全点検
●避難経路・場所の確認
●地域住民に対する防災意識
の普及啓発

●防災資機材の整備、点検
●自力で避難や移動が困難な
人の確認

●防災訓練の実施 など

●避難誘導
●初期消火
●情報収集
●給水、炊き出し
●避難所の運営
●地域の巡回、安全点検など

平常時 災害時

　平成29年４月に結成しました。結成準備は、その２年ほど
前から進めていました。自主防災組織を自治会単位で立ち上
げる方法もありますが、寺田地域自主防災会は、地域振興協
議会を単位として結成し、各自治公民館は「〇〇地区防災会」
として、寺田地域自主防災会に組み込む形で組織編成を行い
ました。各地区防災会には、避難誘導班など４つの班を設け、
あらかじめ災害時の役割を定めています。

Ｑ 取り組みの内容を教えてください
　平成28年台風10号で被害を受けた岩泉町の消防署長（当
時）を招いた研修を実施したほか、岩手大学の先生や生徒と一
緒に、避難所の運営について勉強しました。
　本年度は平舘地域振興協議会と一緒に、県立総合防災セン
ター（矢巾町）での研修を予定しています。

Ｑいつから？どんな組織？

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、災
害
時

に
特
に
配
慮
が
必
要
な「
要
配
慮
者
」

に
、誰
よ
り
も
早
く
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
ら
れ
る
の
は
地
域
の
人
で
す
。

　
互
い
に
協
力
し
合
い
、地
域
が
一
体

と
な
っ
て
災
害
対
応
や
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
は
、普
段
か
ら
近
隣
の

つ
な
が
り
を
維
持
し
、災
害
へ
の
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
市
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
準
備

や
結
成
後
の
活
動
に
、皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
は
、
自
主
防
災
組
織
結
成
に
あ

た
っ
て
の
支
援
の
ほ
か
、
職
員
が
地

域
に
出
向
き
、
地
域
の
安
全
確
保
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
の
講
師

や
訓
練
の
指
導
な
ど
、
地
域
の
防
災

活
動
に
伴
走
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
は
防
災
安

全
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

寺田地域自主防災会会長

小野寺 組
く み お

夫さん

出
前
講
座
で
学
ぼ
う

（寺田地域振興協議会会長）

問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
安
全
課（
☎
・
内
線
１
２
６
１
）

　

市
は
、
各
地
域
振
興
協
議
会
な
ど
を

訪
問
し
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
向

け
た
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
が
主
催
す
る
勉
強
会
に
、
市
は
い
つ

で
も
伺
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
市
内
で
は
、自
治
会
を
単
位
と
し
て

組
織
を
結
成
し
た
北
寄
木
地
区
、地
域

振
興
協
議
会
を
単
位
と
し
て
結
成
し
、

自
治
会
の
単
位
を
地
区
防
災
会
と
し

て
位
置
付
け
た（
寺
田
地
区
、
大
更
地

区
）２
種
類
の
先
行
例
が
あ
り
ま
す
。

　

市
防
災
安
全
課
と
、
組
織
結
成
の

具
体
的
な
方
法
を
協
議
し
な
が
ら
、

規
約
、組
織
図
や
班
編
成
、役
員
名
簿

な
ど
の
基
本
事
項
を
準
備
し
ま
す
。

　

自
治
会
の
総
会
・
役
員
会（
地
域
振

興
協
議
会
を
単
位
と
し
、
自
治
会
を

地
区
防
災
会
に
位
置
づ
け
る
場
合

は
、
構
成
す
る
自
治
会
の
同
意
も
得

る
）で
討
議
し
、
同
意
を
得
ま
す
。

寺田地域自主防災会の組織編成

寺田地域自主防災会
（寺田地域振興協議会）

情
報
連
絡
班

避
難
誘
導
班

給
食
給
水
班

災
害
対
応
班

各地区防災会

各地区防災会に
４つの班を編成

（災害時には、以下の各自治公民館が

新
田
野
口
寺
田
土
沢
若
谷
地

川
原
目
上
関
荒
木
田
舘
沢

帷
子

自主防災組織の役割
こんな活動に

取り組んでいます 11

説明会や勉強会に伺います

33

地区防災会となって活動を展開）

・・・・

・・

共
助
の
仕
組
み
で
大
き
な
力
に

◢

　
市
は
、皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
、自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、防
災
や
災
害
時
の
対

応
を
目
的
に
、
住
民
が「
地
域
の
安
全
の
た

め
、自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち

で
取
り
組
む
」と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
で

自
主
的
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　

普
段
か
ら
図
１
に
掲
げ
た
点
検
や

訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
の
防

災
力
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

見
直
さ
れ
た「
結
び
つ
き
の
大
切
さ
」

　
６
４
３
２
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
平
成
7

年
1
月
の
阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、
生
き

埋
め
や
建
物
な
ど
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
人

の
多
く
が
、
自
力
ま
た
は
家
族
や
隣
人
な

ど
の
地
域
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
契
機
に
、い
ざ
と
い
う
時

の
市
民
の
安
全
確
保
に
は
、
普
段
か
ら
の

近
隣
や
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
重
要

だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」と
呼
ば
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
連
携
し
、
災
害
対
応

力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、自
治

体
や
消
防
な
ど
関
係
機
関
は
総
力
を
挙
げ

て
対
応
し
ま
す（
公
助
）。
し
か
し
な
が
ら
、

発
生
直
後
の
被
災
地
域
は
交
通
網
の
寸
断
、

通
信
手
段
の
混
乱
、同
時
多
発
の
火
災
な
ど

に
よ
り
、
す
ぐ
に
市
役
所
、
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
な
ど
の
救
援
が
得
ら
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
普
段
か
ら
、各
家
庭
で
の
備
蓄

や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
な
ど
、自
ら
が
で
き

る
範
囲
で
災
害
に
備
え
、
災
害
発
生
時
に

は
、
ま
ず
は
自
分
自
身
や
家
族
の
安
全
を

最
優
先
で
確
保
し
ま
す（
自
助
）。
そ
の
う

え
で
、近
隣
の
住
民
と
助
け
合
い
な
が
ら
災

害
の
対
応
に
当
た
る（
共
助
）こ
と
が
被
害

の
軽
減
に
不
可
欠
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、こ
の
共
助
の
取
り
組

み
を
、よ
り
効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
の
仕

組
み
で
、避
難
誘
導
な
ど
図
１
の
よ
う
な
災

害
時
の
地
域
で
の
活
動
を
効
果
的
に
展
開

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

組
織
化
で「
助
け
合
い
」を
大
き
な
力
に

　
市
内
で
は
既
に
３
つ
の
自
主
防
災
組
織

が
結
成
済
み
で
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
図
１

か
ら
図
３
で
、
そ
の
役
割
や
結
成
の
手
順
、

組
織
編
成（
例
）な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
火
山
災
害
、
地
震
、
土
砂
災
害
、
水
害

な
ど
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
で

き
ま
せ
ん
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
で
命
を

つ
な
ぐ
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
向
け
、

地
域
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

●●１１
組
織
の
基
本
事
項
を
準
備

●●２２
組
織
結
成
の
同
意
を
得
る

●●３３
２２

進
め
方（
例
）

組織結成の

山口 典
のりゆき

行
市防災安全課

防災対策専門員

●●４４
自
主
防
災
活
動
を
開
始
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本
部　
　
　
　
　
　

団　

長　

安
保 

義
光

本
部　
　
　
　
　
　

方
面
副
隊
長　

藤
村 

和
幸

本
部　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

東
本 

茂
樹

第
1
分
団
第
３
部　

団　

員　

鈴
木 

一
紀

第
２
分
団
第
２
部　

団　

員　

遠
藤 

和
義

第
４
分
団
第
1
部　

団　

員　

遠
藤 

斉

第
４
分
団
第
３
部　

団　

員　

小
野
寺 

恵
司

第
４
分
団
第
３
部　

団　

員　

小
野
寺 

良
男

第
９
分
団
第
１
部　

団　

員　

関 

健
治

第
９
分
団
第
１
部　

団　

員　

関 

和
弥

第
10
分
団
第
2
部　

団　

員　

齊
藤 

達
也

第
10
分
団
第
2
部　

団　

員　

伊
藤 

重
人

第
11
分
団
第
1
部　

団　

員　

安
保 

好
晃

第
11
分
団　
　
　
　

副
分
団
長　

安
保 

正
勝

本
部　
　
　

                 

方
面
副
隊
長　

藤
本 

孝
儀

第
1
分
団　
　
　
　

分
団
長　

向
久
保 

勉

第
2
分
団　
　
　
　

副
分
団
長　

遠
藤 

和
幸

第
2
分
団
第
1
部　

団　

員　

工
藤 

孝
博

第
2
分
団
第
1
部　

団　

員　

遠
藤 

達
也

第
5
分
団　
　
　
　

分
団
長　

杣
澤 

巧

第
6
分
団
第
1
部　

部　

長　

内
田 

一
也

第
6
分
団
第
1
部　

副
部
長　

佐
々
木 

義
広

第
11
分
団
第
1
部　

団　

員　

川
又 

清
隆

第
11
分
団
第
2
部　

団　

員　

関 

貴
之

第
11
分
団
第
2
部　

団　

員　

山
本 

弘
樹

第
11
分
団
第
2
部　

団　

員　

関 

修

本
部　
　
　
　
　
　

部　

長　

佐
々
木 

優
聡

第
1
分
団
第
3
部　

班　

長　

田
村 

勝

第
2
分
団
第
1
部　

部　

長　

越
後 

高
広

第
2
分
団
第
3
部　

班　

長　

伊
藤 

透

第
3
分
団
第
１
部　

班　

長　

泡
渕 

成
光

第
３
分
団
第
１
部　

班　

長　

髙
橋 
勝
哉

第
３
分
団
第
２
部　

班　

長　

伊
藤 
研

第
４
分
団
第
１
部　

団　

員　

遠
藤 

早
苗

第
４
分
団
第
３
部　

班　

長　

阿
部 

義
人

第
５
分
団
第
１
部　

班　

長　

田
村 

大

第
５
分
団
第
１
部　

班　

長　

小
田
島 

敦

第
６
分
団
第
２
部　

班　

長　

山
口 

裕
樹

第
７
分
団
第
１
部　

班　

長　

髙
橋 

光
彦

第
10
分
団
第
２
部　

班　

長　

佐
藤 

智
彦

第
10
分
団
第
２
部　

班　

長　

小
林 

正
幸

　
市
消
防
演
習
は
６
月
22
日
、
松
尾
総
合

運
動
公
園
多
目
的
運
動
場
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
ら
が
、
多
く
の
参
観
者
に
消
防
の

心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、市
消
防
団
の
団
員
約
4
0
0
人

と
車
両
55
台
が
出
動
し
、
統
監
ら
に
よ
る
観

閲
や
部
隊
訓
練
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
分
列
行
進
、
一
斉
放
水
訓

練
な
ど
を
実
施
。
防
火
・
防
災
へ
の
気
持
ち

を
一
つ
に
し
ま
し
た
。米
田
兼か

ね
ひ
こ彦

団
長
は「
昼

夜
を
問
わ
ず
、
防
火・
防
災
活
動
へ
の
協
力

に
感
謝
す
る
。
市
民
に
安
心
と
安
全
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
に
期
待
す
る
」と
団
員

を
鼓
舞
し
、
消
防
団
が
、
今
後
も
地
域
の
た

め
に
地
道
な
防
災
活
動
に
努
め
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
携
わ
っ

た
団
員
な
ど
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
受
章
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

消
防
団
が
訓
練
の
成
果
を
披
露

私
た
ち
が
地
域
を
守
る

　
火
災
発
生
時
の
迅
速
な
消
防
活
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
基
本
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
消
防
操
法
競
技
会
が
6

月
8
日
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
団
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
競
技
内

容
の
一
部
を
見
直
し
て
行
わ
れ
た
本
年
度

は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
13
隊
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
6
隊
が
出
場
。
日
ご

ろ
の
訓
練
で
培
っ
た
早
さ
と
、
技
術
の
正

確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
と
、
担
当
す
る
役
割
ご
と
に

優
れ
た
選
手
に
贈
ら
れ
る
優
秀
選
手
賞
の

受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ポンプ車操法の部
1位　第4分団第1部
2位　第11分団第1部
3位　第７分団

小型ポンプ操法の部
1位　第10分団第1部
2位　第11分団
3位　第2分団第3部

優秀選手賞

指揮者　第4分団第1部　遠藤 輝雄
1番員　第4分団第1部　田村 愛也
2番員　第6分団第1部　高橋 孝徳
3番員　第11分団第1部　川又 健人
4番員　第4分団第1部　工藤 恒平

▶ポンプ車操法の部

指揮者　第10分団第1部　宮野 政智
1番員　第3分団第1部　千葉 武晴
2番員　第10分団第1部　鈴木 里奈
3番員　第10分団第1部　小原 勇哉

▶小型ポンプ操法の部

市消防操法競技会の結果

市
消
防
演
習
で
住
民
の
安
全
守
る
心
意
気
示
す

消
防
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
、
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
）

市
長
感
謝
状

【
退
職
消
防
団
員
】（
勤
続
10
年
以
上
）

市
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
勤
続
30
年
以
上
）

県
消
防
協
会
岩
手
地
区
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

市
消
防
操
法
競
技
会
で
消
火
技
術
競
う

　火事が起こったとき、崖がくずれそうに
なったとき・・・、私たちの先頭に立って
“ まち ” を守ってくれる人、それが消防団
です。団員は、会社員だったり、事業を営
んでいたり、普段はそれぞれ職業を持ちな
がら、いざという時は「自分たちのまちは

詳細はこちら

自分たちで守る」という使命感
を持ち、防災活動に従事してい
ます。あなたも消防団の一員と
して活動しませんか。

消防団員を募集しています
消
防
表
彰
受
賞
者

全分団が参加して行われた一斉放水

観閲を行う佐々木市長ら幼年消防クラブが「め組のパレード」を披露

団員を率いて行進する米田団長

安
代
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
訓
練

女性消防団員も活躍

ポ
ン
プ
車
操
法
に
求
め
ら
れ
る
正
確
性
と
迅
速
性
を
競
っ
た

熟達した小型ポンプの操作を披露

ポンプ車操法で優勝した第４分団第１部小型ポンプ操法で優勝した第10分団第１部
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Result
大
会
結
果

西根第一中西根中安代中

松尾中松尾中 西根中

西根中

西根中

西根中

安代中

松尾中

西根第一中

安代中

西根第一中

仲
間
と
支
え
合
い
、

　

市
内
４
中
学
校
の
生
徒
が
参
加
し
た
第

73
回
岩
手
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

6
月
14
、
15
の
両
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
会
場
で
は
、
勝
利
を
つ
か
も
う

ひ
た
む
き
に
前
へ

岩
手
地
区
中
総
体
・
県
中
総
体
で
市
内
中
学
生
が
奮
闘

と
気
迫
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
を
繰

り
広
げ
た
選
手
の
ほ
か
、
集
大
成

の
舞
台
で
緊
張
す
る
選
手
を
落
ち

着
か
せ
よ
う
と

声
を
掛
け
る
指

導
者
、
両
手
を

握
り
し
め
て
声

援
を
送
り
、
選

手
を
後
押
し
す
る
保
護
者
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

普
段
は
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
硬
式
野
球

チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
西
根
第

一
中
学
校
の
畠
山
凱が

い

と斗
さ
ん
は
、
同
中
の
野

球
競
技
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
の
準

優
勝
に
貢
献
。
畠
山
さ
ん
は「
普
段
、
部
の

仲
間
と
は
一
緒
に
練
習
し
て
い
な
い
け
ど
、

試
合
中
は
、
チ
ー
ム
み
ん
な
で
勝
っ
て
い
こ

う
と
声
を
掛
け
あ
っ
た
。
県
大
会
に
進
む
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
喜
び
を
噛
み
締
め

る
と
と
も
に「
自
分
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る

よ
う
に
し
っ
か
り
準
備
し
て
、県
大
会
で
も
全

力
で
プ
レ
ー
し
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

仲
間
を
鼓
舞
し
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
大
会
で
の
選
手
の
姿

を
紹
介
し
ま
す
。
併
せ
て
、
第
72
回
岩
手

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
結
果
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

寺田道場

地
区
中
総
体
の
結
果
は
３
位
ま
で
お
よ
び
県
大
会
出
場
者
を
掲
載（
◎
は
県
大
会
出
場
）。　

県
中
総
体
の
結
果
は
、
８
位
ま
で
を
掲
載
。
敬
称
は
省
略

第７３回岩手地区中学校総合体育大会
野球　西根第一中＝2位◎

バスケットボール男子　西根中＝2位

バスケットボール女子　西根第一中（葛巻・

江刈合同）＝3位

バレーボール女子　西根中＝2位◎、松尾

中＝3位

ソフトテニス男子ペア　小笠原 悠
ゆ う ま

真・田村 

孝
た か と

翔（西根第一中）＝優勝◎

ソフトテニス女子団体　西根中＝優勝◎、

西根第一中＝2位◎、松尾中＝3位

ソフトテニス女子ペア　伊藤 心
こ こ な

那・佐々木 

心
の の か

奏（松尾中）＝ 優勝◎、津志田 美
み く

來・遠藤 

楓
か ほ

穂（西根第一中）＝3位◎、勝又 璃
り お ん

音・小

林 愛
ま な か

佳（安代中）＝5位◎

卓球男子団体　　西根中＝2位◎

卓球男子個人　　工藤 望
の ぞ む

夢（西根中）＝2位◎、

加藤 晄
こ う だ い

大（西根中）＝◎

卓球女子団体　西根中＝2位◎

ソフトボール　松尾中＝優勝◎

柔道男子個人（級別）　山下 椋
りょうたろう

太郎（西根第

一中）＝3位

柔道女子個人（級別）　小笠原 芽
め い

生（西根第

一中）＝2位◎

柔道女子個人 （級別 ）　山本 琉
る ち る

心（松尾中）

＝3位◎

剣道男子団体　西根中＝3位

剣道女子団体　西根中＝2位◎

剣道女子個人　髙橋 友
ゆ い

唯（西根中）＝７位◎

第７2回岩手県中学校総合体育大会
相撲男子団体　寺田道場＝優勝、西根中＝

4位

相撲男子個人無差別級　佐々木 大
ひ ろ と

翔（寺田

道場）＝優勝、斎藤 煌
き ら と

生（寺田道場）＝2位

相撲男子個人１年の部　工藤 恒
こう

（西根中）＝

2位、畠山 空
く う と

士（寺田道場）＝4位、大巻 

佑
ゆ う す け

介（西根中）＝７位

相撲男子個人２年の部　千葉 瑛
え い た

太（寺田道

場）＝4位

相撲男子個人３年の部　斎藤 煌生（寺田道

場）＝優勝、佐々木 大翔（寺田道場）＝2位

陸上男子中学共通３000㍍　森 奏
そうすけ

輔（西根中）

＝4位

陸上女子中学１年1500㍍　関根 心
み ゆ

優（西根

中）＝3位

陸上女子中学共通走幅跳　濱畑 夢
ゆ め か

珂（西根

中）＝７位

水泳女子自由形100㍍　伊藤 穂
ほ の か

香（西根中）

＝７位
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　シルバーリハビリ（シルリハ）体操は高齢者の介護予防のために考えられた
体操で、道具を使わず、いつでも、どこでも手軽に取り組むことができます。
　体操を続けることで、肩、膝、腰、関節の柔軟性を高め、筋力の維持や
転倒の予防などの効果が期待できます。運動が苦手な人、腰や膝の痛みが
ある人など、誰でも自分のペースで無理なく続けることができます。

やってみよう　シルリハ体操

　皆さんと楽しく明るい雰囲気で活動しています。
　参加者の皆さんから「体が動かしやすくなっ
た」、「近くで体操を教えてもらえてありがたい」
などと言ってもらい、励みになっています。
　自分自身の健康のためにも「シルリハ八幡平」の
仲間と一緒に活動しませんか。

01

　講習を修了した人は、指導者で構成するグ
ループ「シルリハ八幡平」のメンバーとして活
動します。

メンバーは、市民が定期的に集まる「通いの
場」などで、シルバーリハビリ体操の指導を行っ
ています。

指導者に認定されると03

　市は本年度もシルバーリハビリ体操３級指導
者養成講習会を開きます。
　講習会では、体操の実技や体の仕組みについ
て学ぶことができます。自身と住民の健康維持
や、住民同士がつながる場をつくるボランティ
ア活動に一緒に取り組みませんか。

指導者を目指しませんか

応募要件　⑴から⑶までの要件を全て満たす人
⑴ おおむね50歳以上で、原則、常勤の職業につ
いていない
⑵ 講習会の全日程に参加できる
⑶ 認定後、地域でシルバーリハビリ体操を普及
するボランティア活動ができる
募集人数　10人
参加料　無料※ただし、講習会終了後に年350円
のボランティア活動保険料の負担があります。
持ち物　筆記用具、昼食、飲み物、マスク、バ
スタオル（座布団の代わりに使用）
服装　動きやすい服装、運動靴
申込期限　10月8日㈬
申込方法　八幡平市地域包括支援センター（地
域福祉課内）（☎・内線1104）に電話

02

会 場

日 時 10 28/ ㈫、31㈮、

11 5/ ㈬、7㈮、11㈫
市役所多目的ホール棟

シルリハ八幡平会長
鈴木 あきさん（西根）

太ももの筋肉を鍛えて
膝痛を予防する運動

シルバーリハビリ体操の指導者になりませんか
問い合わせ先　八幡平市地域包括支援センター

　（地域福祉課内）（☎・内線1104）

　戸籍法が改正されたことに伴い、氏名のフリ

ガナが戸籍に記載されます。

　８月上旬を目途に、戸籍に記載される予定の

フリガナを、市から戸籍単位（戸籍内で別住所の

人がいる場合は住所地ごと）で通知します。通知

問い合わせ先　市民課戸籍住民係（☎・内線1061）

通知されたフリガナが正しい場合

　届け出は不要です。８年5月26
日以降に、通知に記載されたフリ
ガナが戸籍に記載されます。

通知されたフリガナが誤っている場合

　８年5月25日までに、正しいフリガナを
届け出てください。

書（ハガキ）が届いたら、記載内容を必ず確認し

てください。

　通知書は、本籍地のある市区町村から届きます。

市区町村によって通知書の発送時期が異なります

ので、本籍地の市区町村へ確認してください。

筆頭者、配偶者、子の順で生存している人

届け出ができる人

次の
NEXT 10

10年 描くを

　市は第３次総合計画の策定にあたり、まちづくりへの満足度や、将来に向けた市民の意見を把
握するため、まちづくりアンケートを行いました（期間：６年12月20日から7年１月10日まで）。
　福祉、交通、産業や文化など75項目について行ったアンケートの結果は、計画策定の
基礎資料として今後の事業推進に活用していきます。
　アンケート結果のうち、子育てなど各種政策への満足度は以下のとおりです。

市総合計画の策定に向けアンケートを実施しました

問い合わせ先　企画財政課秘書政策係（☎・内線1211）

そう思う
ややそう思う
どちらでもない
あまりそう思わない
そう思わない

Q：市の子育てに関わる政策に
満足していますか。

4.4%

18.3%

49.5%

14.9%

12.9%

Q：市の産業振興に関わる政策
に満足していますか。

2.9%

13.8%

52.7%

19.5%

11.1%

Q：市の医療・福祉に関わる政
策に満足していますか。

5.3%

16.3%

38.4%

26.5%

13.5%

Q：市の就業支援に関わる
政策に満足していますか。

2.5%
8.4%

46.3%26.8%

16.0%

Q：市の行政サービスに関わる
政策に満足していますか。

4.3%

14.9%

49.8%

20.0%

11.0%

　その他の項目につい
ては、市ホームページ
で確認してください。

フリガナの通知書（ハガキ）が届いたら確認を

　届け出は、市民課または西根・安代各総
合支所、田山支所の窓口や郵送のほか、マ
イナポータルからも行うことができます。

氏のフリガナの届け出は

本人（15歳未満の人は親などの法定代理人）

名のフリガナの届け出は

戸籍法が改正され、戸籍に氏名の「フリガナ」が記載されます
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市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
現
金
の
寄
付
】

▼
八
幡
平
ふ
る
さ
と
会
様
…
６
月

20
日
、
10
万
１
0
0
0
円
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

団
体
へ
費
用
を
一
部
助
成

　
市
は
市
内
に
お
い
て
結
婚
を
望

む
男
女
の
出
会
い
の
場
を
積
極
的

に
支
援
す
る
団
体
な
ど
に
、
交
流

会
な
ど
の
実
施
に
関
わ
る
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象　
次
の
要
件
を
満
た
す

団
体
、
法
人
ま
た
は
個
人

⑴
市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本

拠
が
あ
る

⑵
団
体
、法
人
の
場
合
は
代
表
者
、

個
人
の
場
合
は
そ
の
個
人
が
成
人

で
あ
る

補
助
事
業

▽
独
身
の
男
女
が
出
会
う
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、
実
施

す
る
こ
と

▽
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
後
に
お
い

て
も
継
続
的
に
情
報
提
供
や
個

別
相
談
を
行
う
な
ど
の
支
援
が

あ
る
こ
と

▽
営
利
目
的
で
な
い
こ
と

補
助
額　
上
限
20
万
円
※
事
業
に

必
要
な
経
費
か
ら
会
費
、
そ
の
他

の
収
入
額
を
控
除
し
た
額

提
出
書
類　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
事
業
計
画
書
、
収

支
予
算
書
な
ど
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
地
域
福
祉
課
か
ら
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
事
前
に
地
域
福
祉
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎・
内
線
１
１
１
５
） 詳細はこちら﻿◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

健
康
づ
く
り
応
援
事
業
で

生
活
見
直
す
き
っ
か
け
に

　
市
は
健
康
づ
く
り
応
援
事
業
を

次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。当
日
は
、

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
健
康
・

栄
養
相
談
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
事
前

の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
８
月
28
日
㈭
、12
月
８
日
㈪

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
11
時
、午

後
1
時
半
か
ら
2
時
半
ま
で

受
付
時
間　
午
前
9
時
半
か
ら
10

時
半
、
午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

内
容

▽
健
康
・
栄
養
相
談
＝
け
ん
し
ん

結
果
を
基
に
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
い
て
個
別
に
相
談
が
で
き
ま

す（
１
人
当
た
り
20
分
程
度
）。
希

望
す
る
人
は
、
７
年
度
け
ん
し
ん

結
果
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＝
体
重
の
ほ

か
、
体
脂
肪
率
や
筋
肉
量
が
測
定

で
き
る
体
組
成
計
と
、
指
を
か
ざ

す
と
自
身
の
野
菜
摂
取
状
況
が
分

か
る
ベ
ジ
メ
ー
タ
を
使
用
し
て
、

現
在
の
健
康
状
態
を
測
定
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
役
立
て
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
1
0
9
1
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

戦
没
者
遺
族
対
象
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

　
厚
生
労
働
省
は
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
の
遺
族
を
対
象
に
、
第

12
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者　
令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
で
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど

を
受
け
る
人（
戦
没
者
の
妻
や
父

母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
で
、戦
没

者
の
死
亡
当
時
の
遺
族
の
う
ち
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族

1
人

⑴
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人

⑵
戦
没
者
の
子

⑶
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹
※
戦
没
者
の
死

亡
当
時
の
生
計
関
係
の
有
無
な
ど

の
条
件
に
よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑷
戦
没
者
の
三
親
等
内
の
親
族

（
右
記
⑴
か
ら
⑶
を
除
く
）※
戦
没

者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人

支
給
内
容　
額
面
27
・
5
万
円
、

5
年
償
還
の
記
名
国
債（
無
利
子
）

請
求
期
限　
10
年
３
月
31
日

請
求
窓
口　
地
域
福
祉
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎
・
内
線
1
1
1
5
） 詳細はこちら﻿

市公式LINE上でクマの出没
情報がリアルタイムで確認・登録
できます。
　利用には、市公式LINEの
友だち登録が必要です。詳
しくは市ホーム
ページで確認して
ください。

メニュー▼

ここからクマ
の出没情報を
確認できます。

・外出前に
・農作業前に
・釣りに行く前に
・山菜取りの前に

出没情報をチェック

　

８
月
31
日
㈰
、
岩
手
県
側
八

幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
を
主

会
場
に「
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

2
0
2
５
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
県
側
八
幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ

イ
ン
は
、
大
会
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
に
よ
り
通
行
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

規
制
日
時　
８
月
31
日
㈰
午
前
７

時
か
ら
11
時
半
ま
で

規
制
区
間　
松
尾
八
幡
平
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
八
幡
平
山

頂
手
前
岩
手
県
側
路
側
帯
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎
・
内

線
１
１
４
５
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

大
会
当
日
の
交
通
規
制

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

市
国
保
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
広
く
被
保
険
者
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
３
人

任
期　

３
年（
会
議
は
年
３
回

程
度
）

応
募
資
格　

次
の
要
件
を
満
た

す
人

▽
10
月
１
日
現
在
、
20
歳
か
ら
70

歳
ま
で
の
人

▽
市
国
保
加
入
者
で
、
今
後
２
年

以
上
継
続
し
て
加
入
す
る
見
込
み

の
あ
る
人

▽
国
保
税
の
滞
納
が
無
い
世
帯

の
人

▽
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

報
酬　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

応
募
期
限　
８
月
22
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
国
保
年

金
係（
☎
・
内
線
1
0
7
2
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

地
震
に
備
え
住
宅
の

耐
震
診
断
費
用
を
助
成

　

市
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
・
向
上
を
図
り
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

詳細はこちら

た
め
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。診
断
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
住
宅　
次
の
⑴
～
⑶
の
要
件

を
全
て
満
た
す
住
宅

⑴
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
戸
建
て
住
宅
※
増
築
し

た
場
合
は
、
増
築
の
時
期
・
方
法

な
ど
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑵
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造

平
屋
建
て
ま
た
は
木
造
２
階
建
て

⑶
過
去
に
同
じ
耐
震
診
断
を
受

け
て
い
な
い

対
象
者　
対
象
住
宅
の
所
有
者

募
集
戸
数　
2
戸

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６
）

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

漢
字
検
定
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

　
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の
漢

字
検
定（
漢
検
）を
、市
教
育
委
員
会

と
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
わ
く
わ
く

八
幡
平
が
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

受
検
可
能
な
級　
2
級
か
ら
10
級

日
時　
10
月
25
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
11
時

会
場　
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
書
の
配
布　

市
内
各
コ
ミ

セ
ン
ま
た
は
教
育
総
務
課

申
込
期
間　
８
月
25
日
㈪
か
ら
９

月
25
日
㈭

◢● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

◢

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

人
権
擁
護
委
員
に
森
さ
ん

小
林
さ
ん
、米
田
さ
ん
が
再
任

　
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
る
人
権
擁
護
委
員

に
、森
寛ひ

ろ
こ子

さ
ん
＝
五
百
森
＝
、小

林
清せ

い
こ
う功
さ
ん
＝
五
日
市
１
区
＝
、

米
田
房ふ

さ
お雄

さ
ん
＝
上
寄
木
＝
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、７
月
１

日
か
ら
10
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課（
☎・内

線
1
0
7
0
）

申
し
込
み
先

▽
わ
く
わ
く
八
幡
平
事
務
所

▽
荒
屋
コ
ミ
セ
ン

▽
田
頭
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

（
☎
・
内
線
1
３
6
7
）

左から米田房雄さん、森寛子さん、小林清功さん

詳細はこちら
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毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

情報カレンダー もしもの時は9月21日8月18日

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday 休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）
八幡平市立病院（☎76-3111） 鹿角中央病院（☎23-4131）

盛岡市北地区（市外局番 019） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
大屋内科胃腸科クリニック（☎647-3255） なかのクリニック（☎22-7335）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。

▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
※市内医療機関による休日救急当番医の割り当てがない日は、ｶレンﾀ ー゙に掲載さ
れている他市の休日救急当番医を確認してください。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センﾀー（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 黒沢薬局（☎35-3200）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

8月22日㈮、9月19日㈮﻿
いずれも10：00～15：00 要相談 市民課（☎・内線1066﻿）

年金相談（要予約） 9月12日㈮﻿
10：00～15：30

市役所多目的
ホール棟

盛岡年金事務所
（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課（☎・内線1070﻿）
※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

 小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■もうすぐパパママ教室
9：15～12：00（市役所多目的
ホール棟）
■昔の道具体験（炭火アイロ
ン、やぐらこたつ、豆炭あん
か）　10：00～12：00（博物館）
■Tom's　Chat　 T i m e
15：15～16：00（図書館）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）柏台薬
局・（鹿角）ファーマックス
かづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■澤田知可子コンサート
【開場】　13：00～（安比高原
プラザホール）※P24参照

■ 八 幡 平 ヒ ル ク ラ イ ム
7：00～12：00（八幡平アス
ピーテライン）
■市制施行20周年記念式典

【開場】　13：00～（安比高原
プラザホール）※P24参照

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）鹿角中央病院
▶当番薬局（市内）大更調剤
薬局・（鹿角）日本調剤鹿角
薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市民バトミントン大会
8：30～（松尾コミセン）

▶当番医（市内）八幡平市立
病院・（鹿角）大湯リハビリ
病院▶当番薬局（市内）リ
リィ薬局西根店・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■東北小中学生相撲大会
9：00～（松尾相撲場）
■あっぴリレーマラソン
10：00～（ 安 比 高 原 特 設
コース）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）柏台薬
局・（鹿角）日本調剤鹿角
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■わくわくおしごとたんけ
ん 広 場　10：00～15：00（松
尾総合運動公園※P21参照
■市産業まつり　10：00～
16：00（松尾総合運動公園）
※P21参照
■バリアフリーeスポーツ

「ハチエフ25」　10：00～21：00
（安比プラザホール ) ※21日
19：00まで※P21参照

■ 献 血【 受 付 】　10：00～
12：00、13：30～16：00（いわ
て生協ベルフ八幡平）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（ 鹿 角 ）な か の ク リ
ニック▶当番薬局（市内）
柏台薬局・（鹿角）日本調
剤鹿角薬局

2３	 24	

３1	

6	 ７	

1３	 14	

20	 21	

３0	

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■三行詩巡回展（松尾コ
ミセン）※19日まで
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（市役所本庁舎）

■図書館休館日
■トピック展「昔の道具のな
ぞなぞ展」（博物館）※ 24日
まで
■ 献 血【 受 付 】　10：00～
12：00（安代総合支所）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（大更コミセン）
■ヨガ　　10：00～11：30（総
合運動公園体育館）
■Jアラート全国一斉情報
伝達試験　11：00～

■らくらく筋トレ　　10：00～
11：00（安代地区体育館）
■本のクリニック　10：00～
12：00（図書館）
■ジュニアアスリートセミ
ナー　18：30～20：00（総合運
動公園体育館）※P21参照

■三行詩巡回展（田頭コミ
セン）※9月2日まで
■Tom's　Chat　 Time
17：15～18：00（図書館）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ ポ カ ポ カ 運 動 教 室　　
10：00～11：00（安代地区体
育館）

■図書館休館日
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（安代総合支所）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■のびのび健康体操教室　　
10：00～11：00（田頭コミセン）
■ カ ラ ダ ほ ぐ し 教 室　　
10：00～11：00（市総合運動
公園体育館）

■図書館休館日（図書整理日）

■市議会9月定例会・議案
上程、議案審議ほか（予定）

■市議会9月定例会・一般
質問（予定）

■市議会9月定例会・一般
質問（予定）

■市議会9月定例会・一般
質問（予定）

■市議会9月定例会・議案審
議、決算特別委員会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■乳児健診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホー
ル棟）
■１ 歳 児 健 診【 受 付 】　
13：15～13：30（ 市 役 所 多
目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■八幡平カップグラウンド・
ゴルフ大会【受付】　8：00～

（松尾総合運動公園）
■移動図書　12：50～14：50

（松尾地区内）※返却のみ
■ ３ 歳 児 健 診【 受 付 】
13：00～13：30（ 市 役 所 多
目的ホール棟）

■乳がん・子宮頸がん検診
【受付】　9：45～10：30、13：30～
14：30（大更コミセン）
■移動図書　13：00～14：40

（松尾地区内）※返却のみ
■ノルディックウォーキング　　
10：00～11：00（総合運動公園）
■ジュニアアスリートセミ
ナー　18：30～20：00（総合運
動公園体育館）※P21参照

■三行詩巡回展（大更コミ
セン）※16日まで
■乳がん・子宮頸がん検診

【受付】　9：45～10：30（田頭
コミセン）、13：30～14：30

（市役所多目的ホール棟）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■ ポ カ ポ カ 運 動 教 室　　
10：00～11：00（安代地区体
育館）

■図書館休館日
■機能改善エクササイズ　　
10：00～11：00（総合運動公
園体育館）
■移動図書　13：00～15：00

（荒沢地区内）※返却のみ
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目
的ホール棟）
■2歳６カ月児歯科健診

【受付】　14：00～14：15（市
役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■盛岡広域ゲートボール大
会【 受 付 】　8：00～（アリー
ナまつお）
■移動図書　12：00～14：30

（田山地区内）※返却のみ

■広報はちまんたい発行日 ■のびのび健康体操教室　　
10：00～11：00（田頭コミセン）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

■市議会9月定例会・休会
（予定）

■市議会9月定例会・決算
特別委員会（予定）

■市議会9月定例会・休会
（予定）

■市議会9月定例会・委員
長報告ほか（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■敬老の日
■市役所閉庁日

■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■乳がん・子宮頸がん検診

【受付】　9：45～10：30、13：30～
14：30（松尾コミセン）
■ 定 例 行 政 相 談　9：30～
12：00（平舘コミセン）
■ヨガ　　10：00～11：30（総
合運動公園体育館）

■乳がん・子宮頸がん検診
【受付】　9：45～10：30（田山
コミセン）、13：30～14：30

（安代地区体育館）
■ ピ ラ テ ィ ス　　10：00～
11：00（安代地区体育館）
■本のクリニック　10：00～
12：00（図書館）

■三行詩巡回展（平舘コミ
セン）※30日まで
■ 献 血【 受 付 】　9：30～
11：30、13：00～16：00（市役
所結のひろば）

▶当番医（市内）割り当てな
し・（盛岡市北地区）大屋内
科胃腸科クリニック・（鹿
角）鹿角中央病院▶当番薬
局（市内）割り当てなし・

（鹿角）黒沢薬局

9/1	

8	

8/18	 19	 20	 22	

25	 2７	 28	 29	

2	 ３	 4	 5	

9	 10	 11	 12	

26	

21	

15	 16	 1７	 18	 19	

※土曜・日曜日は閉庁日です

市税納期（納期限9月1日）　市県民税（第2期）、国民健康保険税（第2期） 市税納期（納期限9月30日）　固定資産税（第3期）、国民健康保険税（第3期）

小児科・常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日 午前中
耳鼻科 毎週金曜日 14：00～
循環器内科 毎週水曜日 10：00～
小児科 毎週月～金曜日　　 　9：00～
心臓・血管外科 第２木曜日 午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１・４木曜日　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日 10：00～
整形外科 第１・３・５火曜日　 　9：00～

※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。
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お知らせ INFORMATION

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
営
利
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、広
告
枠
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
掲
載
依
頼
の
受
付
期
限
　
発
行
月
の
前
月
10
日

◆
お
知
ら
せ
の
詳
し
い
内
容
は
タ
イ
ト
ル
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

よろこび・おくやみ ※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
（６月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

すこやかに

やすらかに

お幸せに

● 交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数●﻿人口の動き【6月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 13,961（－9） 6,329（＋6）
松 尾 5,279（－27） 2,698（－24）
安 代 3,537（－6） 1,662（＋１）
合 計 22,777（－42） 10,689（－17）
男 性 10,986（－18）
女 性 11,791（－24）

出生 7 死亡 36
転入 37 転出 50

項 目 6月 １月からの累計

人身事故 １（１） 11（11）
死 者 0（１） 0（１）
負 傷 者 １（2） 15（13）
物損事故 40（27） 268（252）
飲酒運転 0（0） １（１）
火 災 0（１） 6（5）
救 急 122（112） 763（698）

　書面による申告書、申請書、添付
書類は、下記へ送付してください。

　下記の期間、JR花輪線の列車を
一部運休します。

花輪線昼間工事で
一部の列車を運休

9月 16日㈫～19日㈮ 10月 28日㈫～31日㈮
11月 4日㈫～６日㈭、18日㈫～21日㈮

運休する列車（一部）
発　駅 発時刻 着　駅 着時刻
荒屋新町 11：17 好　摩 12：08
大　館 10：29 好　摩 13：25
大　館 13：36 盛　岡 16：31

【
上
り
】

臨時に運転する列車

発　駅 発時刻 着　駅 着時刻
好　摩 10：19 荒屋新町 11：10
好　摩 13：00 大　館 15：25

【
下
り
】

発　駅 発時刻 着　駅 着時刻
大　館 15：40 盛　岡 19：51

【
上
り
】

問い合わせ先　JR東日本問い合
わせセンター（☎050-2016-1600）

平和を守る自衛官
候補生などを募集

　自衛隊では、①自衛官候補生、
②一般曹候補生、③航空学生を
募集しています。

試験日 申込期限
① 9月13日㈯～24日㈬ 9月5日㈮
② 9月13日㈯～17日㈬ 9月2日㈫
③ 9月20日㈯ 8月29日㈮
　※①②の試験日は期間内で指定する１日です。

問い合わせ先　自衛隊協力本部盛
岡募集案内所（☎019-641-5191）

県では、林業への就職を志望す
る人を対象に「いわて林業アカデ
ミー」の受講生を募集します。
選考方法　①推薦（高校新卒者）、
②一般（新卒、既卒者）

問い合わせ先　県林業技術セン
ター研修部（☎019-697-1536）

選考日 申込期限
① 9月19日㈮ 8月１日㈮～9月５日㈮
② 12月13日㈯ 10月１日㈬～11月28日㈮

林業の基礎知識を
1 年で習得します

生命と財産を守る消防
職員を募集しています

　盛岡地区広域消防組合では、消
防職員の採用試験を行います。
第1次試験日　9月21日㈰
申込期限　8月22日㈮午後5時
問い合わせ先　 同組合事務局　

（☎019-626-7405）

　県では、県外在住者を対象に岩
手で働く魅力をPRする「いわて
おかえりサマーキャンペーン」を
実施しています。
　県公式の就職情報サイト「シゴ
トバクラシバいわて」に新規登録
した人の中から抽選で「いわて牛」
などの県産品をプレゼントします。
対象期限　9月15日㈪
問い合わせ先　県定住推進・雇
用労働室（☎019-629-5588）

帰省中の家族・友人と
U ターンを考えよう

障がい者を対象に
県職員を募集します

　県では、障がい者を対象とした
県職員採用選考を行います。
第1次選考日　11月2日㈰
職種・人数　一般事務・7人
申込期限　9月19日㈮必着
問い合わせ先　県人事委員会事
務局職員課（☎019-629-6241）

税務署宛ての申告書
郵送先が変わりました

　国民年金保険料の免除・猶予を
受けた期間の保険料を追納するこ
とで老齢基礎年金額を増やすこと
ができます。追納を考えている場
合は早めの納付をおすすめします。
問い合わせ先　ねんきん加入者
ダイヤル（☎0570-003-004）

国民年金保険料の
追納を考えませんか

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職相談会を開きます。
日時　9月24日㈬　▶午後1時半
から　▶2時半から※いずれも1組
予約期限　9月19日㈮午後5時
予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

1５～４９歳の人対象の無料就職
相談会を大更コミセンで開催

中卒程度認定試験の
申し込みを受け付け

　文部科学省総合教育政策局生
涯学習推進課では、就学義務猶予
免除者などの中学校卒業程度認
定試験を行います。
試験日　10月16日㈭
出願期限　8月29日㈮消印有効
案内書配布先　県教育委員会事
務局学校教育室（☎019-629-6137）
問い合わせ先　同局生涯学習課認
定試験第一・二係（☎03-5253-4111）

〒020-0866　　盛岡市本宮２丁目１番３号
　仙台国税局業務センﾀー盛岡分室　
問い合わせ先　 盛 岡 税 務 署　

（☎019-622-6141）

岩手の医療支える
県立病院の職員募集

　県医療局では、県立病院職員の
秋季募集を行っています。
職種　薬剤師、臨床検査技師、看
護師、助産師など
筆記試験日　8月31日㈰
申込期限　8月19日㈫
問い合わせ先　県医療局職員課

（☎019-629-6861）

　八幡平Fitness（同）では⑴ボッチャ
⑵ドッヂビーの体験会を開きます。

ボッチャ・ドッヂビー
無料体験会を開きます

問い合わせ先　同社・山本（☎080-
6955-9913）※ボッチャは年齢不問

開催日 場　所 時　間
8月20日㈬ 荒屋コミセン ⑴16:30～17:30

⑵19:30～20:30
8月25日㈪ 松尾コミセン ⑴16:30～17:30

アリーナまつお ⑵19:30～20:30
8月27日㈬ 大更コミセン ⑴16:30～17:30

⑵19:30～20:30
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※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしました。
※※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称



子
育
て
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
健
康
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

☎
・
内
線
１
0
8
５

あ
な
た
に
エ
ー
ル
健
康
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家
庭
係

☎
・
内
線
１
１
８
９

平高ＬＩＦＥ

伊藤 華
か れ ん

恋 さん 
（普通科２年：西根一中出身）

数学のテストで常に満点が取
れるように頑張っています

山岳部部長
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き
に
受
診
し
た
病
院
の
受
付
ス

タ
ッ
フ
の
対
応
が
良
く
、
安
心
し

た
経
験
か
ら
、
自
分
も
人
を
支
え

る
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

平
高
に
入
学
し
た
理
由

平
高
の
魅
力

将
来
の
夢
・
進
路

部活動で、はつらつとした表情を見せる華恋さん

　結果

平高通信
TAIRADATE SENIOR HIGH SCHOOL

vol.65
平高の魅力や話題を発信します

平高HP 平高note

（問い合わせ先)平舘高校 ☎ 74-2610
HP　https://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

粘りのプレーで見る者を奮い立たせる
夏の高校野球県大会で野球部が奮闘

　6月18日に本校での火災を想定した避難訓練を行い
ました。訓練では八幡平消防署職員から、火災発生時の
通報・周知、初期消火の重要性について説明を受けたほ
か、水消火器を使用した消火体験も行いました。
　本校では実習で火を扱
う場面も多く、生徒・教
職員は火の取り扱いに細
心の注意を払っているほ
か、万が一の事態に備え
授業を運営しています。 生徒・教職員が真剣に訓練に臨みました

　本校と市商工会青年部は6月16日、1・2年生を対象
に企業説明会を行いました。説明会では、市内に事業所
を持つ7社の担当者が事業内容を紹介（ほかに10社か
ら資料提供いただきました）。2年生は、夏休み期間
中にインターンシップを控えていることもあり、仕事の
やりがいなどの説明に熱心
に耳を傾けていました。ま
た1年生にとっても、さま
ざまな業種について説明
を受け、自分の将来像を描
く良い機会になりました。 事業所の担当から説明を受ける生徒

火災を想定し避難訓練

将来の自分を考える

グラウンドへ元気よく飛び出し、試合開始に臨む野球部員

　本校野球部は7月10日、第107回全国高等学
校野球選手権岩手大会の初戦に臨みました。
　昨年の３年生が引退して以降、部は助っ人の応援を
得て単独チームを維持。春には1年生部員とマネー
ジャーが加わり、大会に向け練習を重ねてきました。
　試合結果は０対２と初戦突破はなりませんでし
たが、１点を奪おうとホームベースにヘッドスライ
ディングする場面や、９回２アウトから満塁のチャ
ンスをつくるなど、観戦する人を奮い立たせるよう
な果敢なプレーに大いに盛り上がり、応援席の生徒
や保護者、地域の人に勇気と感動を届けました。

HIRAKO
ユニフォームは
爽やかな平高ブルー

◤
詳細はこちら

　～女性の悩みごと・困りごと～
　 女 性 相 談 支 援 員 に 相 談 し て み ま せ ん か

　～保育施設未利用世帯を対象に～

在宅育児支援金を支給しています
詳細はこちら

　～家事援助などで妊産婦を支援～

子育てヘルパーを利用しませんか 詳細はこちら

◤ ◤

　市は、子育て世帯の経済的負担を軽減し、安心し
て子どもを育てることができる環境を充実させるた
め、保育所などを利用せず在宅で育児を行う世帯に
対し、子育て応援在宅育児支援金を支給しています。
対象児童（次のすべてに該当する児童）
⑴　市内に住所を有する児童
⑵　養育する高校生年代（18才に達する年度末）ま
での児童のうち、第2子以降で生後8週を超え満
３歳未満の児童
⑶　保育所などに入所していない児童
支給要件
　生活保護や育児休業給付金などを受給していな
い人で、暴力団員や暴力団と関係していない人
支給額・支給方法
　対象児童1人につき　月額10,000円　を申請の
あった翌月分から、4月・8月・12 月の年３回、
指定の口座に振り込みます。
申請書の配布・申請窓口
　健康こども課、西根・安代各総合支所

　市は、妊産婦のいる家庭の家事援助などを行う
子育て支援ヘルパー派遣事業を実施しています。
支援内容
　家事援助（日常的な炊事、洗濯、掃除、買い物）や育
児補助、病院への付き添いなど　※親が子のそばに
いることを前提とし、1時間単位で利用できます。
利用対象者・利用期間　

利用対象者 利用期間（利用限度）
母子健康手帳交付後の妊
婦がいる家庭

母子健康手帳交付後から出産ま
で（24時間）

１歳未満の子がいる家庭 子が１歳前日まで（24時間）
３歳未満の２人以上の多
胎の子、または３歳未満の
子がいるひとり親の家庭

・子が１歳前日まで（24時間）
・子が１～２歳前日まで（24時間）
・子が２～３歳前日まで（24時間）

①　健康こども課または西根・安代各総合支所に申請
②　審査・決定後に利用券（１時間×24枚）を送付
③　利用日の１週間前までに（株）JAライフサービス
　（ホームヘルプステーション西根☎70-2181）に申し込み
④　当日、利用券をヘルパーに渡してサービスを受ける

利用の流れ

通常相談の流れ

こんな悩みはありませんか
▷夫や夫の両親との関係が悪い
▷離婚したいけれどその後が心配
▷夫やパートナーからのDV
DVの事例
・身体的、精神的または言葉による暴力
・生活費をもらえないなどの経済的暴力
・友人らとの関係を断ち切ろうとする社会的DV
・子どもの前での夫婦げんか（面前DV）

①　電話で相談予約(☎・ 内線 1189)
　　
②　相談概要を聞き取り、面談日時を決定
　　
③　市役所本庁で面談を実施

女性相談支援員による個別相談会を開催

　西根地区市民センターで個別相談会を開きます。
相談料は無料で、各相談日の前日までに予約が
必要です。
▶相談日　9月26日㈮、10月24日㈮、11月21日㈮、　
　　　　　12月19日㈮、1月23日㈮、2月20日㈮
▶時間　　午前の部　10：00 ～ 12：00
　　　　　午後の部　13：30 ～ 15：30
▶相談枠　午前の部・午後の部　いずれも1人
▶予約先　健康こども課（☎・内線1189）

　配偶者やパートナーからの暴力、家庭や職場で
のトラブルなど、女性が日常生活を送る上で抱え
ている悩みや困りごとはありませんか。
　市では女性相談支援員が、さまざまな問題を抱え
ている女性からの相談に応じ、相談者へのアドバイ
スをしたり、関係機関につなげたりしています。
　相談内容や個人情報などの秘密は厳守します。
気軽に相談してください。
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ホームページはこちら

漆文化を伝える小山田家塗室と道具

　令和2年度に日本遺産に認定された「“奥南部 ”漆物
語～安比川流域に受け継がれる伝統技術～」を構成す
る文化財のひとつに「小

お や ま だ け

山田家塗
ぬ り む ろ

室」があります。
　塗室とは、塗

ぬ し
師が椀などの木地に漆を塗る作業小屋

です。かつて、数多くの塗師が住んでいた安代地区浅
沢周辺の安比川中流域に点在していましたが、漆器生
産の衰退に伴い廃業する塗師が増え、使われなくなっ
た塗室は解体されていきました。
　小山田家の塗室は、岩屋地内に残されていた市内唯一
の塗室で、明治期から昭和22年ころまで使われていたも

移築復元された小山田家塗室。月に
一度、くん煙（保存性を高める処理）
し、良好な状態を保っています。

塗室内部（移築復元後）

残そうと、３年度に浅沢地域振興協議会と地域の子ども
たちの手で市博物館の敷地内に移築復元されました。

　塗室は、内部を漆の乾燥に適した温湿度に保つため

塗室に残された漆刷毛な
どの道具と収納箱

のです。塗室として使用
されなくなり、道具を含
めて当時のままの状態で
残されていましたが、地
域の伝統的な漆器生産技
術を伝える貴重な文化財
であることから、後世に

に土壁となっており、天井
は床面から150㌢と低く、入
り口は小さく作られていま
す。入り口付近に石製の炉
が設けられ、炭火で温湿度
を調節していたようです。
　塗室に残された道具など
は、一人の塗師が使用した
もので、一連の作業工程が
分かる貴重な資料です。
　資料は整理中ですが、塗
室は見学ができます。この
夏、漆文化にふれてみませ
んか。

一連の作業が分かる貴重な資料

ホームページはこちら﻿

　８テラス（市交流複合施設）に移転・開館する新図書
館は、さまざまな形で子どもが読書に親しめるように、
壁面本棚や円をイメージした書架を配置し、多くの知
的要望に応えられるよう、蔵書数を現在の5万5千冊
から９万冊へ順次増やしていきます。

　未就学児専用の読み聞かせ
コーナーのほか自習席も拡大
し、子どもから高齢者まで、
誰もが本に親しめる図書館を
目指し、準備を進めています。

休 館 の お 知 ら せ

　８年4月に開館を予定している新図書館の移転・開
館準備のため、現図書館での資料の貸し出しは８月31
日㈰をもって休止となり、９月は資料の返却、館内で
の資料閲覧のみとなります。なお、10月以降の図書
サービスについては改めてお知らせします。
　ご不便をお掛けしますが、ご理解いただきます
ようお願いします。

松尾コミセン図書室、荒屋コミセン
図書室も同様のスケジュールです。

９月３0日
９月１日 から

まで
・資料閲覧のみ
・図書の返却受付

8月３1日・資料貸し出し まで

心躍る一冊との出会いまで、
あと少し。

Vol.20

市食生活改善推進員連絡協議会

～伝えよう郷土料理～今月は

作り方

19

Vol.08ドコいこっか
友情を育むライオンズ公園

　今月は、西根地区に新しく整備された友情を育む
ライオンズ公園を紹介します。

友情を育む
ライオンズ公園

大更学童保育クラブ

西根総合支所

大更コミセン

大更駅

　公園は、西根ライオンズクラブが結成55
周年記念事業として整備したもので、７年
３月５日付けで、市へ寄贈いただきました。

寄贈いただきました

　「さまざまな世代の人が集まる場所に」と西根ライ
オンズクラブが市有地に整備し、市が寄贈を受けた

「友情を育むライオンズ公園」は、大更コミセンや大
更学童保育クラブ、来春オープンを迎える予定の８
テラス（市交流複合施設）の近くにあります。
　広さ882平方㍍の敷地内には、小山が造成され、芝

が一面に張られてい
ます。中央には、水
飲み場があるほか、
市は今年度中に、石
製ベンチの設置を予
定しています。
　まちなかの憩いの
スポットとして利用
してみませんか。

　昔から、小豆の赤色には魔除け
の効果があると言われており、ご
先祖様の霊を迎える際に災いを避
けるという意味を込めて、お盆に
なると赤飯が作られてきました。
　小豆には、カリウムなど水溶性
の栄養素が多く含まれているた
め、ゆで汁を使う赤飯は、栄養を
効率的に摂取できるレシピです。

①　もち米をといで、米がたっぷり漬かる
　くらいの水に入れ、一晩浸しておく。
②　小豆は、小豆の量に対し、5倍の水を
　入れ、強火にかける。沸騰したらゆで汁
　を捨て、再び同量の水を入れる。煮立っ
　たら弱火にし、30分程度煮てザルにあけ
　る。このとき、ゆで汁は取っておく。
③　②のゆで汁をAの分量で味付けをする。
④　米を水切りし、②の小豆を混ぜて 15 分
　蒸す。米が蒸し上がったら③を全体に
　かけ、再度15分蒸す。
⑤　器に盛って紅しょうがをのせる。

- 材 料 -
もち米…5合
小豆…1/2 合
紅しょうが…少々

９0
調理時間

約
分

小豆のゆで汁
…１と1/2カップ

砂糖
…大さじ１と1/2

塩…小さじ 1
酒…５0cc

【10人分】

赤 飯

- 今月の担当 -
松尾地区の皆さん

A
264kcal

塩分 0.6g

１人あたり

　住宅に囲まれているため、ボール
などを使用する場合はフェンスを
越えないよう注意してください。

８テラス（市交流複合施設）建設地
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市内で開かれるイベントなどを紹介します。
家族や友人を誘って遊びに行きませんか。ハチ推し

場所：東八幡平病院

９月

15日㈪ オープンホスピタル2025
時間：10：00～15：00

　医療・介護職を目指す学生や、地
域の皆さんに病院を知ってもらうイ
ベント。看護・リハビリ・介護それ
ぞれの業務体験のほか、ヴァイオリ
ンとピアノのコンサート、カフェや
野菜などの物販も予定しています。

■問い合わせ先　東八幡平病院
　　　　　　　　オープンホスピタル実行委員会（☎７8-2511）

東八幡平病院

場所：松尾総合運動公園

市産業まつり2025
　市制施行20周年を記念して、地域の産業や文化、観光資源を、
市内外に広く紹介する市産業まつりを開きます。
　キッチンカーや屋台が多数並ぶほか、餅まきや産業紹介パネ
ル展などを予定しています。

９月

20日㈯
時間：10：00～16：00

■問い合わせ先　商工観光課（☎・内線1３21）
詳細はこちら

場所：市総合運動公園体育館

　元ドッジボール日本代表の橋場
駿
た か し

士さんを講師に、体幹バランスト
レーニングの基礎や、速く走るための
コツを楽しみながら学びます。

ジュニアアスリート
セミナー
時間：18：３0～20：00

■問い合わせ先　市体育協会松尾事務所（☎７6-３2３７）

定員：各20人（先着順） 参加費：100円

8月
日㈭21

対

象：
小学１～３年生

詳細はこちら対

象：
小学４～６年生

場所：松尾総合運動公園、アリーナまつお

Little	Bee	of	Hachimantai

　楽しみながら、さまざまな職
業が体験できるほか、はたらく
車を間近に見られるおしごと
たんけん広場。本年は市産業ま
つりと同時開催です。

９月

20日㈯ わくわくおしごと

時間：10：00～15：00

■問い合わせ先　市商工会青年部（☎７6-2040）

たんけん広場

環境・衛生環境・衛生
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

燃
え
な
い
ご
み
の
混
入
が

焼
却
炉
の
故
障
の
原
因
に

　
燃
え
る
ご
み
の
中
に
、
燃
え
な
い
ご
み

を
混
ぜ
て
ご
み
集
積
所
に
出
す
例
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
燃
え
な
い
ご
み
を
混
ぜ
る

と
、
焼
却
炉
の
故
障
の
原
因
と
な
り
、
ご

み
処
理
に
支
障
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
適

切
な
分
別
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、お
も
ち
ゃ
な
ど
を
捨
て
る
際
に
、

一
見
、
燃
え
る
ご
み
に
見
え
る
よ
う
な
も

の
で
も
、
電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
、
燃

え
な
い
ご
み
に
な
る
も
の
が
内
蔵
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
燃
え
な
い
ご
み

に
分
類
で
き
る
も
の
は
取
り
外
し
、
分
解

し
て
ご
み
に
、
分
解
で
き
な
い
も
の
は
燃

え
な
い
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

も
一
般
の
燃
え
る
ご
み
に
混
ぜ
て
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
は
産

業
廃
棄
物
に
分
類
さ
れ
る
農
業
用
資
材
で

す
。
年
２
回（
６
月
と
11
月
こ
ろ
）、
回
収
日

を
設
定
し
て
い
ま
す（
有
料
）の
で
、
集
積
所

に
出
さ
ず
、
回
収
日
ま
で
雨
風
の
当
た
ら
な

い
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
６
８

生ごみ ゴム製品 木・板くず布 類 紙くず

ハ
チ
の
攻
撃
性
高
ま
る
時
期

駆
除
は
専
門
業
者
に
依
頼
を

　
ハ
チ
は
、
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
最

も
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

自
分
で
ハ
チ
の
巣
を
駆
除
せ
ず
、
業
者
に

駆
除
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

衛
生
的
な
暮
ら
し
の
維
持
に

お
供
え
物
は
持
ち
帰
ろ
う

　
お
盆
に
お
墓
参
り
を
す
る
際
に
、
お
供

え
物
と
し
て
果
物
や
お
菓
子
な
ど
の
食
べ

物
を
持
っ
て
い
く
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
果
物
や
お
菓
子
を
放
置
す
る
と
カ
ラ
ス

や
野
良
猫
な
ど
が
食
い
散
ら
か
し
た
り
、

悪
臭
や
虫
の
発
生
の
原
因
に
も
な
っ
た
り

し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
快
適
で
衛
生
的
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
お
供
え
し
た
物
は
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

燃えるごみ

　
ハ
チ
の
毒
は
水
に
溶
け
や
す
く
、
水
で

洗
い
流
す
こ
と
で
、
毒
を
薄
め
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
刺
さ
れ
た
箇
所
を
指
や

爪
で
つ
か
み
、
毒
を
強
く
絞
り
だ
し
て
水

も
し
ハ
チ
に
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

で
洗
い
流
し
て
く
だ

さ
い
。
痛
み
や
め
ま
い

が
現
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ

に
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

お皿、茶わん、コップ、電球、
バッテリー、リチウム電池、蛍
光灯、体温計など

燃えないごみへ

ハウスビニール、マ
ル チ 用 フ ィ ル ム、
ラップフィルムなど

瓶、缶、ペットボトル（水でゆすぐ
こと）、新聞、段ボール、雑誌、紙
パック、小型家電、トレイ類など

資源ごみへ

カセットボンベ、スプ
レー缶

危険ごみへ 廃農業用資材へ

混入が多いごみの例

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

20

　障がいの有無にかかわらず、
さまざまな人がeスポーツ・対
戦ゲームを楽しめるバリアフ
リーeスポーツイベントです。
　気軽に参加してみませんか。

時間：10：00～21：00
     ※２日目は 19：00まで

（HACHIMANTAI	8	FIGHTS`25）

参加：無料
　　		※事前申し込みが必要です

場所：安比リゾートセンター
　　			２階プラザホール

■問い合わせ先　㈱ePARA（https://epara.jp/contact/）

詳細はこちら

９月

日・21
㈯ ㈰

20 ハチエフ25

９月
日㈭４
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あしろこども園の園児20人が作った
塗り絵を、8月31日まで荒屋郵便局
で展示（７月18日、荒屋新町）

農地の日（７月15日）に合わせ、市農業委
員、農地利用最適化推進委員が、農地の利
用状況を調査（７月11日、松尾地区調査会）

出荷最盛期を前に、高品質な安代りんどう
の生産維持を目的とした、りんどうほ場の
一斉巡回指導会を実施（７月３日、市内）

押し返そうと力を込める6年生女子児童（大更小PTA奉納相撲大会）

声援を背に力いっぱい取り組む児童（平舘小相撲フェス）

相撲どころ　伝統を未来に
大更小・平舘小児童が地域に根付く文化を楽しむ

　平舘小児童による平舘小相撲フェスティバルと、
大更小児童による大更小PＴＡ奉納相撲大会（PTA主
催）はそれぞれ7月11日、15日に開かれました。
　平舘小では、1・ 2年生児童が平舘高校相撲部の協
力で、同校相撲部員の胸を借り相撲を体験。３から6
年生は児童同士で真剣勝負を繰り広げました。
　6年生の髙橋咲

さ ほ

帆さんは「最初は怖かったけど、続ける
うちに慣れてきた。相撲で教わった礼儀などをこれから
の生活で大切にしたい」と思いを新たにしていました。ホルスﾀイン種の部で名誉賞を受賞した田村愛也さん（右）

　第19回市畜産共進会は7月4日、市畜産共進会場
で行われました。
　共進会は農家が手塩にかけて育てた牛を一堂に集め、そ
の評価を行うことで、家畜の育成と管理技術の向上を図る
ことを目的としています。各部門の名誉賞は次の通りです。

手塩にかけた牛の晴れ舞台
市畜産共進会に出品された77頭の品質競う

ホルスﾀイン種の部１部～４部（未経産牛）：盛岡農業高校
同部５部～6部（経産牛）：田村﻿愛

ま な や

也さん
黒毛和種の部７部～9部（若雌の部）：高橋﻿正

ま さ じ

治さん
同部10部～11部（経産の部）：小笠原﻿長

ちょういち

一さん

6月22日に開かれた第77回岩手県民体
育大会相撲競技で八幡平市Aが優勝
（左から工藤煌

きらと
斗、伊藤光

みつき
希、長内龍

りゅう
）

山頂レストハウス駐車場脇に生える外来植物を駆除する生徒

貴重な植生を私たちが守る
松尾中生が八幡平で外来植物の駆除活動

　松尾中は6月30日、国立公園内の八幡平に繁茂する
セイヨウタンポポなど外来植物を駆除し、植生保護を
啓発する外来植物駆除キャンペーンを行いました。
　生徒は、駆除する際の注意点などの説明を受けた後、学
年ごとに見返峠駐車場付近や山頂散策路を手分けして作
業にあたり、外来植物を見つけると、根から丁寧に取り除
きました。安保海

かいせい

星さん（2年）は「根を残さないよう、土
を深く掘るのが大変だった。今後も豊かな自然を守るた
めの活動に積極的に参加していきたい」と力を込めました。

6月15日で100歳を迎えられた西田
サトさん＝荒屋新町＝これからもお
元気で（6月26日、あしろ苑）

岩手山安全祈願式を開催。火山活動の
鎮静化と早期の入山規制解除を祈った
（７月１日、岩手山焼走り国際交流村）

人形の色鮮やかな光と不思議な動きに目を奪われる参加者

　田頭小は7月11日、学校創立150周年の記念事業と
して中国の影絵劇団「上

し ゃ ん は い か え い し ゃ

海花影社」を招き、中国影絵の
鑑賞会を開きました。
　中国影絵は2,000年以上の歴史を持つ伝統芸能で、
透ける牛革でつくられた色鮮やかな人形をスクリー
ンに映して物語を展開する人形劇です。同日は全校
児童やPＴＡ、東慈寺保育園の園児、地域住民など
約100人が鑑賞。参加者はスクリーンに浮かぶ人形の
不思議な動きと光に、興味深そうな様子でした。

光と影の伝統芸能にくぎ付け
田頭小が150周年記念事業で中国影絵の劇団を招く

「戦争は絶対にだめ」と生徒に力強く語りかける甘竹会長

　市と市教育委員会は、先の大戦の記憶を次世代へ伝える
ことを目的とした授業を7月15日、松尾中で行いました。
　授業は県遺族連合会が本年度から始めた「平和の語り
部事業」を活用したもので、県遺族連合会長で自身も戦没
者遺児の甘

あまたけ

竹勝
かつろう

郎氏が、実体験をもとにスライドも交え
ながら戦争の悲惨さや平和の尊さを生徒に訴えました。
　菊池明

めい

さん（３年）は「授業では触れられない当時の辛い
状況や教訓を学ぶことができた。風化してしまった事実
を受け継いで行けたら」と思いを込めました。

平和の尊さを語り継ぐ
戦没者遺児の実体験を松尾中生に講演
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▪
編
集
後
記

▽
昨
年
、「
五
穀
豊
穣
、
稲
虫
は
ら
え
、

豊
作
祭
り
や
ー
」と
声
を
張
り
上
げ

て
、集
落
を
進
む
横
間
虫
追
い
祭
り
を

取
材
。「
次
は
表
紙
に
」と
の
思
い
で
今

年
も
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
写
真
を
取
っ
て
は
行
列
に
抜
か
れ
、ま

た
行
列
の
先
頭
に
、の
繰
り
返
し
で
汗
だ

く
で
し
た
が
、終
了
後
に
い
た
だ
い
た
麦

茶
の
お
い
し
さ
は
格
別
で
し
た
。　　
智〇

▽
松
尾
中
で
行
わ
れ
た
平
和
の
語
り
部

事
業
を
取
材
。戦
没
者
遺
児
の
方
の
実
体

験
に
基
づ
い
た
講
話
は
、平
和
へ
の
切
実

な
思
い
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
っ
て
い
く
中
学
生
の
皆
さ

ん
が
、平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
、

大
切
な
時
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。千○
○

【広 告】

◀

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。

◀

安比高原プラザホール
【開場】午後１時 【開式】午後２時

安比高原プラザホール
【開場】午後１時 【開演】午後２時

コンサート

８
/
31
㈰

８
/
30
㈯

◀

八幡平市役所、西根・安代各総合

支所、田山支所、各コミセン

入場整理券配布場所

8/22 ㈮

入場整理券配布期限

八幡平市役所、西根・安代各総合

支所、田山支所、各コミセン

入場整理券配布場所

8/2９ ㈮

入場整理券配布期限

問い合わせ先　総務課（☎・内線1231）問い合わせ先　まちづくり推進課（☎・内線1４５1）

１号車
発着場所 時間

田頭コミセン発 12：20
西根総合支所発 12：30
西根地区
市民センター発 12：40

安比高原プラザ着 13：10

2号車
発着場所 時間

寺田コミセン発 12：25
上関バス停発 12：30
平舘コミセン発 12：40
平館駅前発 12：50
安比高原プラザ着 13：10

3号車
発着場所 時間

松尾鉱山資料館発 12：15
高畑商店発 12：25
関口スタンド前発 12：35
寄木小学校前発 12：40
八幡平市役所前 12：50
安比高原プラザ着 13：10

4号車
発着場所 時間

兄川公民館発 12：00
兄畑駅発 12：10
田山駅発 12：25
安代総合支所発 12：45
赤坂田駅発 13：00
安比高原プラザ着 13：10

8月30日㈯、31日㈰の両日とも、行きの運行行程、時間は同じです。

澤田知可子コンサート
市制施行20周年記念式典

会場行きのバス行程※帰りは逆順の行程で運行します。

　コンサートの参観には、入場整理

券が必要です（入場無料）。下記の場

所で「澤田知可子コンサート」の入場

整理券を配布しています（1人2枚

詳細はこちら

まで）。配布は、入場整理

券が無くなり次第終了し

ます。

　式典に参加を希望する場合は、一

般席の入場整理券が必要です（入場

無料）。下記の配布場所から「記念式

典」の入場整理券をお求めくださ

詳細はこちら

い。配布は、入場整理

券 が 無 く な り 次 第 終

了します。

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

参加者送迎バス運行表

澤田 知可子
記念式典
市制施行20周年

▷今月は、連載の「キラリ輝人」はお休みします。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。


